
平山市政二期目へ

「活力ある
明るく住みよい豊かなまち」実現へ向け
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投　　　　票　　　　所 対　象　地　区

五所川原市役所５階　第１会議室 五 所 川 原 地 区

五所川原市金木総合支所２階　応接室 金 木 地 区

五所川原市市浦総合支所　青森あすなろホール市浦 市 浦 地 区
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お問い合わせ先 選挙管理委員会事務局　　℡35－2111 　内線2751～ 2754

金木総合支所選挙担当　　℡35－2111　 内線 3204

市浦総合支所選挙担当　　℡35－2111 　内線4015



　当
市
、
つ
が
る
市
、
鰺
ヶ
沢
町
、
深
浦
町
、
鶴
田
町
、
中
泊
町
で
構
成

す
る
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
は
、
西
北
五
地
域
自
治
体
病
院
再
編
成
計

画
に
伴
う
「
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
中
核
病
院
（
仮
称
）
」
の
基
本
設

計
を
公
表
し
ま
し
た
。

中
核
病
院

　基
本
設
計
の

　概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　今
回
公
表
し
た
「
基
本
設
計
」

と
は
、
建
物
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
形
・

空
間
、
寸
法
等
を
決
め
る
も
の
で
す
。

　今
年
度
中
に
予
定
し
て
い
る
「
実

施
設
計
」
と
は
、
「
基
本
設
計
」

を
基
に
、
使
う
材
料
や
仕
上
げ
、

コ
ン
セ
ン
ト
の
位
置
な
ど
施
行
方

法
等
の
詳
細
を
決
め
る
も
の
で
す
。

　そ
の
た
め
、
「
実
施
設
計
」
の

段
階
で
「
基
本
設
計
」
の
詳
細
に

つ
い
て
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

参
考

　基
本
設
計
と
実
施
設
計

■
自
治
体
病
院
の
再
編
成
計
画
概
要

　
市
立
西
北
中
央
病
院
を
廃
止
し
、
新

た
に
中
核
と
な
る
病
院
を
新
築
し
ま
す
。

　
公
立
金
木
病
院
、
鰺
ヶ
沢
町
立
中
央

病
院
は
、
病
床
数
を
削
減
し
中
核
病
院

の
サ
テ
ラ
イ
ト
（
後
方
支
援
）
病
院
と

し
て
、
つ
が
る
市
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
、

鶴
田
町
立
中
央
病
院
は
、
無
床
の
サ
テ

ラ
イ
ト
診
療
所
と
し
て
再
編
成
さ
れ
ま

す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
中
核
病
院
に
医
師
や

医
療
機
能
を
集
約
さ
せ
、
圏
域
の
救
急

医
療
と
急
性
期
医
療
を
主
体
に
、
高
度
・

専
門
医
療
も
提
供
し
、
新
た
な
地
域
医

療
体
制
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　
中
核
病
院
完
成
後
、
各
病
院
の
経
営

は
、
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
が
行
う

こ
と
と
な
り
ま
す
（
※
市
浦
医
科
・
歯

科
診
療
所
は
今
後
も
五
所
川
原
市
が
運

営
し
て
い
き
ま
す
）
。

■
中
核
病
院
基
本
設
計
の
概
要

　
五
所
川
原
市
役
所
東
側
約
１
万
３
千

㎡
の
敷
地
（
お
祭
り
広
場
、
来
庁
者
・

職
員
駐
車
場
）
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
、
免
震
構
造
、
地
上
10
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
約
３
万
６
千
㎡
（
西
北
中

央
病
院
の
約
１
・
７
倍
）
で
建
設
し
ま

す
。
病
床
数
は
４
３
４
床
。
外
来
患
者

数
は
、
１
０
６
５
人
／
日
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

　
隣
接
地
（
三
道
会
館
跡
地
等
）
に
は

約
４
０
０
台
の
駐
車
が
可
能
な
立
体
駐

車
場
を
設
け
ま
す
。

○
各
階
詳
細

１
階
…
救
急
外
来
、
検
査
エ
リ
ア
。

２
階
…
病
院
の
メ
イ
ン
フ
ロ
ア
。
総
合

　
受
付
や
外
来
部
門
を
配
置
。
レ
ス
ト

　
ラ
ン
や
売
店
も
設
け
、
立
体
駐
車
場

　
と
通
路
で
つ
な
ぎ
ま
す
。

３
階
…
管
理
部
門
、
供
給
部
門
、
検
体

　
検
査
、
病
理
検
査
を
配
置
し
ま
す
。

４
階
…
救
急
病
床
、
手
術
部
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・

　
Ｃ
Ｃ
Ｕ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

　
配
置
し
ま
す
。

５
階
〜
９
階
…
病
棟
と
な
り
ま
す
。

10
階
…
機
械
室
と
な
り
ま
す
。

○
病
棟
に
つ
い
て

　
個
室
と
４
床
室
で
構
成
し
、
個
室
の

割
合
は
25
％
〜
30
％
と
し
ま
す
。

　
ベ
ッ
ド
間
隔
は
１
・
５
ｍ
以
上
と
し
、

各
室
に
ト
イ
レ
、
洗
面
所
を
設
け
ま
す
。

　
ま
た
、
各
病
棟
に
共
用
浴
室
と
し
て
、

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
１
室
と
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

ー
浴
室
１
室
を
設
け
ま
す
。

■
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
医
師
確
保

　
基
本
設
計
を
も
と
に
今
年
度
中
に
実

施
設
計
に
入
り
ま
す
。
平
成
23
年
度
に

着
工
し
、
平
成
25
年
度
中
の
完
成
、
開

業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
課
題
と
な
る
医
師
確
保
に
つ

い
て
は
、
平
成
21
年
10
月
６
日
付
け
で
、

西
北
中
央
病
院
、
弘
前
大
学
大
学
院
医

学
研
究
科
、
弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病

院
の
３
者
で
、
医
師
不
足
解
消
と
地
域

医
療
再
生
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

締
結
し
た
「
弘
前
大
学
専
門
医
養
成
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
協
定
」
を
基
に
、

医
師
の
派
遣
依
頼
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

○
基
本
設
計
は
、
五
所
川
原
市
役
所
お

　
よ
び
金
木
・
市
浦
総
合
支
所
の
行
政

　
資
料
ス
ペ
ー
ス
、
西
北
中
央
病
院
正

　
面
玄
関
、
公
立
金
木
病
院
正
面
玄
関

　
ホ
ー
ル
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、

　
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
Ｈ
Ｐ
に
公

　
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　http://www.aoi-mori.net/~tsugaru/

　

nintei/byouin_01.html

◎
お
問
い
合
わ
せ
先
　
つ
が
る
西
北
五

　
広
域
連
合
　
病
院
再
編
係

　
℡(

26)

６
３
６
３

中核病院外観パース図

4



　
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
ま
で
あ

と
５
カ
月
あ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
当
市
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
各
団
体
な

ど
で
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
新
幹
線
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

東
北
新
幹
線
全
線
開
業
応
援
団
と

し
て
設
立
さ
れ
た
「
い
ち
念
あ
お
組
」

の
取
り
組
み
紹
介
と
、
旅
行
に
は

欠
か
せ
な
い
「
お
土
産
」
を
販
売

す
る
市
の
施
設
、
金
木
観
光
物
産

館
マ
デ
ィ
ニ
ー
の
内
海
美
香
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

青
森
を
名
刺
で
気
軽
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か

　
マ
デ
ィ
ニ
ー
で
は
、
東
北
新
幹
線
全

線
開
業
応
援
企
画
と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
太
宰
名
言
酒
第
２
弾
・
粕
取
り
焼
酎

「
Ｄ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｉ
」
を
製
作
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
太

宰
１
０
０
ア
イ
テ
ム
展
」
も
商
品
数
が

増
え
、
観
光
客
、
地
元
や
近
隣
の
太
宰

フ
ァ
ン
の
皆
様
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
太
宰
が
愛
用
し
て
い
た
黒

の
二
重
マ
ン
ト
と
似
た
タ
イ
プ
の
マ
ン

ト
を
貸
し
出
す
「
太
宰
マ
ン
ト
で
な
り

き
り
散
歩
」
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
太
宰
気
分
で
の
散
歩
や
記

念
撮
影
な
ど
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
少

し
で
も
太
宰
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
青
森
・
津
軽
の
旅
の
思
い
出
に
、
当

館
へ
よ
り
多
く
の
観
光
客
の
方
に
立
ち

寄
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
楽
し
い
企
画

や
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
県
民
誰
も
が
気
軽
に
東
北
新
幹
線

全
線
開
業
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
名
刺
を
ご

存
知
で
す
か
。

　
こ
れ
は
、
当
市
で
地
吹
雪
体
験
ツ

ア
ー
を
企
画
し
て
い
る
津
軽
地
吹
雪

会
の
角
田
周
代
表
が
中
心
と
な
っ
て
、

県
内
各
地
の
有
志
約
70
人
で
結
成
さ

れ
た
「
い
ち
念
あ
お
組
」
の
取
り
組

み
で
、
同
団
体
の
特
別
顧
問
に
就
任

し
た
タ
レ
ン
ト
の
伊
奈
か
っ
ぺ
い
さ

ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入

り
の
名
刺
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
全

国
へ
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
と
青
森

県
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
に
限
ら
ず
、
自
由
に
、
気

軽
に
使
用
し
て
、
青
森
県
を
み
ん
な

で
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
。

　
名
刺
は
、
１
セ
ッ
ト
１
０
０
枚
入

り
が
１
２
０
０
円
（
税
込
み
）
。
市

内
で
は
、
エ
ル
ム
の
街
エ
ル
ム
文
化

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
「
い
ち
念
あ
お
組
」
は
、
会
費
は
無

料
で
、
会
則
も
設
け
て
お
ら
ず
、
誰

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
「
い
ち
念
あ
お
組
」
や
名
刺
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
事
務
局
℡

(
52)

２
０
１
２
ま
で
。

12
月
４
日
　
東
北
新
幹
線
全
線
開
業

ロゴマークは３種類。
上は「かっぺい」（名刺裏面）。
ほかに「りんご」「ねぶた」があります。

金木観光物産館
マディニー

内海 美香さん
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　６月19日、「奥津軽虫と火まつり」が開催
されました。「虫」を乗せた山車や、大松明
などが大町通りを練り歩いた後、岩木川河川
敷での虫の昇天で、天下泰平、五穀豊穣を祈
願しました。

〜
三
上
忠
孝
さ
ん
〜

〜
１
万
３
２
０
０
匹

　
三
上
忠
孝
さ
ん
（
一
ツ
谷
）
が
、
４

月
28
日
付
け
で
紺
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
、

褒
状
と
銀
の
飾
版
（
し
ょ
く
は
ん
）
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
褒
章
は
、
公
益
の
た
め
多
額
の

私
財
を
寄
付
す
る
な
ど
、
国
民
の
模
範

と
な
る
よ
う
な
善
行
が
あ
っ
た
方
が
受

章
す
る
も
の
で
、
三
上
さ
ん
は
文
化
の

振
興
の
た
め
に
と
、
毎
年
市
へ
多
額
の

寄
付
を
続
け
ら
れ
て
お
り
、
紺
綬
褒
章

は
今
回
で
７
回
目
の
受
章
と
な
り
ま
す
。

　
当
市
出
身
の
文
豪
・
太
宰
治
（
本
名
・

津
島
修
治
）
が
生
ま
れ
た
６
月
19
日
、

芦
野
公
園
太
宰
治
銅
像
の
前
で
太
宰
治

生
誕
祭
と
太
宰
治
銅
像
建
立
１
周
年
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
全
国
か
ら
フ
ァ
ン
な
ど
約

４
０
０
人
が
出
席
し
、
平
山
市
長
、
太

宰
治
銅
像
制
作
者
の
中
村
晋
也
氏
（
鹿

児
島
市
在
住
）
ら
が
太
宰
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
黒
の
マ
ン
ト
姿
で
あ
い
さ
つ
。
太

宰
の
長
女
・
園
子
さ
ん
は
「
１
０
１
年

目
の
誕
生
日
を
祝
っ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。

７
度
目
の
紺
綬
褒
章

太宰治銅像へ花を捧げお祝いしました

紺
綬
褒
章
を
受
章
し
た
三
上
さ
ん

　６月19日、旧十川漁業協同組合（長谷川清
勝組合長）は、飯詰川、金木川へ計１万3200
匹のイワナの稚魚を放流しました。
　同組合は、ふるさとの自然環境保護を目的
に毎年この時期、稚魚の放流を行っています。

◎
山
田
春
雄
さ
ん
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

　
＝
１
０
０
万
円
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

◎
五
所
川
原
塗
装
工
業
会
（
松
本
一
夫

　
会
長
）
＝
消
火
栓
塗
装
１
３
２
基

◎
外
崎
れ
い
子
さ
ん
（
金
木
）

　
＝
た
け
の
こ
15
㎏
（
く
る
み
園
へ
）

◎
北
部
勤
労
協
（
松
本
一
雄
会
長
）
26

　
名
＝
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
清
掃
奉
仕

「青少年の健全育成のために」と
山田さん（左。「わ・五所川原会」会長）

３年目となる塗装奉仕活動。市内全消
火栓を塗り替えるまで活動予定です。

北斗グラウンドのごみ拾いをする
北部勤労協の皆さん。
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65歳以上の方（第１号被保険者）の平成22年度介護保険料の通知書を送付します

　特別徴収の方（年金から天引きになっている方）には『平成 22年度介護保険料特別徴収額決定通知書』、普
通徴収の方（納付書で納める方または口座振替の方）には『平成 22年度介護保険料納入通知書』を送付します。

■介護保険料（年額）は本人および同一世帯の方の所得などに応じて、所得段階を６段階に設定しています。
所得段階 対　　　象　　　者 保険料年額

第１段階 生活保護を受給している方
世帯全員が住民税非課税であって老齢福祉年金を受給している方 32,400 円

第２段階 本人および世帯全員が住民税非課税で前年の合計所得金額 (※) ＋課税年金収入額が
80 万円以下の方 32,400 円

第３段階 世帯全員が住民税非課税であって、第２段階以外の方 48,600 円

第４段階 本人が住民税非課税で世帯内に住民税課税者がいる場合 64,800 円

第５段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が 200 万円未満の方 81,000 円

第６段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が 200 万円以上の方 97,200 円

（※）合計所得金額…収入金額から必要経費に相当する金額を控除した金額で、扶養控除や医療費控除などの所得控除をする前の
　　　金額です。保険料は前年の所得をもとに算定されますので、正しい所得の申告をしましょう。

保険料は納期内に納めましょう
介護保険制度は、高齢化が進むなか、介護負担を社会全体で支えあうための制度です。

あなたに介護が必要になったとき、安心してサービスが受けられるように、
保険料は必ず納めましょう。

（※特別な事情がないのに保険料を納めないでいると、その期間に応じて
給付制限などの措置がとられることがあります。）

低所得者等の介護保険料の減免のお知らせ

　65歳以上の方（第１号被保険者）で、平成 22年度の所得段階が第１段階から第３段階までの方のうち、
経済的理由などにより生計維持が困難な場合、申請により要件を満たした場合に限り、介護保険料を減免し
ます。
　ただし、介護保険料に滞納がある方、住民税課税者に扶養されている方、住居用以外の処分可能な土地や
家屋を所有の方、一定額以上の預貯金がある方などは減免の対象とならない場合があります。
　対象要件や申請手続きなど詳しいことについては、介護福祉課までお問い合わせください。

■減免後の保険料額
　　　　　　　　保険料段階

前年の世帯内収入額（※）

第 1段階（生活保護受給者
以外）　および第 2段階の方 第３段階の方

（※）ただし、単身世帯の場合で
あり、世帯員が１人増す毎
に 44 万円を、また、住居が
持ち家でない場合は月額
３万１千円を上限とする家賃・
間代の合計額を加算します。

42 万円未満の方 第１・２段階の半額 第１・２段階の半額

42 万円以上 86 万円未満 減免対象外 第１・２段階の額

■申請受付 ７月５日（月）から（土・日曜日、祝日を除く）介護福祉課（市役所２階）にて
■必要書類　 ①当該年度の「介護保険料納入通知書」または「介護保険料特別徴収額決定通知書」

②印鑑　
③申請者本人と同一世帯全員の預貯金通帳および定期預金証書等（預貯金額を調査するので、残高の　
　ある通帳は全て記帳してください。）
④平成 21 年と平成 22 年中の収入のわかるもの〔年金（老齢、退職、遺族、障害など）や恩給の振込通知書、
　源泉徴収票、申告書控など〕
⑤家賃の支払いのある人は、金額の分かる契約書、領収書など

お問い合わせ先　　介護福祉課介護管理係　　内線2452・2453
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　最近、野焼きから建物に燃え移ったり、延焼拡大
して、個人では消火しきれなくなったための消防車
の出動要請が多くなっています。
　野焼きは禁止されており、延焼が拡大すると大惨
事となる場合もあります。
　野焼きは絶対に行わないでください。
◎消防本部予防課　℡35-2019

　最近、リード等につながずに犬を散歩させている、
との苦情が、多く寄せられています。
　ノーリードでの散歩は、おとなしい犬であっても
他人に恐怖を与えたり、人に噛みつく等、事故とな
る場合もありますので、リード等につないでくださ
い。
　また、犬の放し飼いも他人への迷惑となりますの
で、やめましょう。
◎環境対策課　内線2343

　ボランティアによる保育活動（下刈り、施肥等）
を行います。
　あなたも森林づくりに参加しませんか。
■７月18日 　9:00～（雨天決行）
　野里字山ノ越地内（権現様の清水向かい）
■集合場所　野里字山ノ越地内（野里一般廃棄物最
　終処分場入口付近）
■参加費　無料　
■申込方法　名前、住所、人数を電話またはファッ
　クスで７月12日 までにお申し込みください。
＊保育活動に使う鎌やスコップは事務局で用意しま
　す。作業しやすい服装と、雨具等の持参をお願い
　します。
◎「野里の森林づくりの会」事務局　
　農林水産課　内線2512・2521　FAX33-3657

　

テーマ　「伝えよう　いのちの水　緑の森」

　残念ながら、市内各地の空き地や山道付近で多く
の不法投棄が見られます。
　不法投棄は犯罪です。一般廃棄物は、適正に処分
してください。
　また、不法投棄をしている人を見かけたら、環境
対策課または最寄りの警察署に通報してください。

6/9　市民のみなさん、森林ボランティア巡視員、津
軽森林管理署金木支署、市が協力し、市浦地区の五
月女萢防風保安林とその周辺のクリーン作戦を実施。
ごみ袋約450袋、２tトラック10台分もの一般廃棄物
がありました。
◎環境対策課　内線2345

　下水道が整備されると、私たちの生活のなかで使
われた水は下水道管に流れ、下水処理場で浄化され、
川に戻されます。
　日常生活で発生した排水を下水道に流すことによ
り、道路側溝等からの蚊やハエの発生を減少させ、
悪臭を防ぎ、清潔で快適な生活環境が確保されます。
　環境衛生に欠かすことのできない下水道施設は、
ご利用いただいて初めてその価値が発揮できますの
で、下水道へ接続できる地域にお住まいで、まだ接
続をされていない方は、積極的に、早期の接続をお
願いします。
◎下水道課　℡23-6000
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※
火･

土･

日･

祝
日
に
運
行
し
て
い
ま
す
。

※五所川原駅前バス乗り場
発のイオンモールつがる
柏無料シャトルバスは途
中下車できません。

※五所川原駅前バス乗り場
行きの無料シャトルバスは
途中下車可能。

※詳細につきましてはイオン
モールつがる柏ホーム
ページ、またはインフォ
メーションカウンター、館
内設置のバス時刻表をご
参照ください。

※当ショッピングセンター以
外の停留所は弘南バス停
留所を利用させていただ
きます。

※道路事情などにより多少
遅れる場合がございます。

※定員を超えた際は、乗車で
きない場合がございます。
ご了承ください。

つがる柏

http://tsugarukashiwa-aeonmall.com

〒038-3107　青森県つがる市柏稲盛幾世41



平成22年10月１日
国勢調査を実施します

第60回　社会を明るくする運動
　　　　　　　市民総決起大会

　“社会を明るくする運動"は、すべての国民が、犯
罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの改善更生に
ついて理解を深め、それぞれの立場において力を合
わせ、犯罪や非行のない地域社会を築こうとする全
国的な運動です。
　７月は本運動の強調月間です。
　この月間にあわせ、市民の皆さんに本運動への理
解と共感を得ていただくため市民総決起大会を開催
します。
　防犯、非行のない明るい社会づくりのため、ご家
族そろってご参加ください。
■７月８日 　10:30～12:00
　エルムの街ＳＣ　エルムホール
■内容　
　青森県警音楽隊による演奏会、ＰＲグッズの配布
◎保護福祉課　内線2419

　国勢調査は、日本に住んでいる全て
の人および世帯が対象です。
　調査結果は社会福祉、雇用対策、生
活環境の整備など私たちの生活のため
に役立てられます。
　市では、６月１日に「平成22年国勢
調査五所川原市実施本部」を設置しま
した。
　今後、調査の円滑な実施のために取
り組みを強化していきます。

　この調査は、介護予防サービス等の効果に関する
分析・評価を行うことを目的に高齢者の心身機能等
や介護予防サービス等の利用実態に関する調査を実
施するものです。
　調査方法は、市内に住む高齢者の中から無作為に
2,000人を選び、調査対象者への郵送・返信方式によ
り調査票の配布回収を行います。
　対象者になった方は、質問は身近な内容で答えや
すい内容となっておりますので、７月７日（水）まで
に調査票を返信くださるようご協力をお願いします。
　また、保健協力員や在宅介護支援センターにも協
力を依頼しており、調査期間中に返信のない方は、
直接ご自宅を訪問し、記入のお手伝いをすることが
ありますので、ご了承ください。
※なお、収集した個人情報は、五所川原市個人情報
　保護条例に基づく適正な取扱いを行います。
◎介護福祉課　内線2458

～市民の皆さんの
　ご協力をお願いします～
総務省・青森県・五所川原市

◎企画課　内線2154・2155

日常生活圏域高齢者ニーズ調査

　職業能力の開発・向上を図るため、市および周辺
地域の方々を対象にＣＡＤ講習会を開催します。

■講習場所　五所川原地域職業訓練センター
■講習時間　全コース18:00～21:00
■受講料　各コース2,700円
■テキスト代　各コース共用3,360円
■定員　各コース15名
■申込締切　各コース実施日の10日前まで（ただし、
　定員に達していない場合、随時申込みを受け付け
　ていますので、電話でご確認ください）。
◎申込み・お問い合わせ先
　五所川原地域職業訓練センター　℡38-5115

 ＣＡＤ講習受講生募集
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コース 日　　　　　程

入　門 7/1（木）、7/2（金）

基　礎 7/21（水）～ 7/23（金）

応　用 8/25（水）～ 8/27（金）

７/26（月）

耳鼻科 小児科



◎
行
政
相
談

　
　
　
　
　
市
民
課
　
内
線
２
３
１
７

●
７
月
８
日

　
10
時
〜
12
時

●
７
月
22
日

　
13
時
〜
15
時

　
市
役
所
北
棟
２
階
　
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
　
行
政
相
談
委
員

◎
行
政
・
人
権
合
同
相
談

　
金
木
総
合
支
所
　
内
線
３
１
０
３

●
７
月
21
日

　
10
時
〜
15
時

　
金
木
総
合
支
所
４
階
　
第
３
会
議
室

◇
相
談
員
　
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
　
人
権
擁
護
委
員

◎
人
権
相
談

　
市
浦
総
合
支
所
　
内
線
４
０
１
０

●
７
月
７
日

　
10
時
〜
15
時

　
市
浦
総
合
支
所
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル

◇
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

◎
法
務
局
人
権
相
談

　
青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局

　
　
　
　
　
　
　
　
℡(

34)

２
３
３
０

●
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
９
時
〜
16
時

　
五
所
川
原
支
局
２
階
相
談
室

◇
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

◎
精
神
保
健
福
祉
相
談

　
五
所
川
原
保
健
所 

℡(

34)

２
１
０
８

●
７
月
９
日

　
13
時
〜
14
時

　
五
所
川
原
保
健
所
　
第
１
相
談
室

　
中
核
病
院
、
新
消
防
署
庁
舎
の
整
備

計
画
に
伴
い
、
市
が
決
定
す
る
都
市
計

画
案
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
都
市
計
画
の
内
容

五
所
川
原
都
市
計
画
用
途
地
域
の

　
変
更

五
所
川
原
都
市
計
画
準
防
火
地
域

　
の
変
更

五
所
川
原
都
市
計
画
特
別
用
途
地

　
区
の
決
定

●
説
明
会
の
日
時
・
場
所

　
７
月
９
日

　
18
時
30
分
〜

　
市
役
所
５
階
　
第
２
会
議
室

　●
試
験
　
８
月
22
日

　
青
森
工
業
高

　
等
学
校
（
青
森
市
）

◇
受
付
期
間  

・
書
面
申
請
　
７
月
12
日

〜
22
日

・
電
子
申
請
　
７
月
９
日

〜
19
日

●
共
通
法
令
　

　
７
月
15
日

　
13
時
〜
17
時

●
構
造
・
機
能
等
　

　
７
月
16
日

　
９
時
〜
17
時

●
会
場
　
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
（
青
森
市
）

◇
対
象
者
　
第
１
類
（
甲
・
乙
）
、
第

　
４
類
（
甲
・
乙
）
、
第
６
類
（
乙
）

　
の
消
防
設
備
士
試
験
受
験
者

◇
受
付
期
間  

７
月
５
日

ま
で

◎
申
込
書
等
は
消
防
本
部
予
防
課
ま
た

　
は
最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
（
22
年
度
）
は

月
額
１
万
５
１
０
０
円
で
す
が
、
経
済

的
な
理
由
等
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
申
請
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が

免
除
ま
た
は
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）

と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◇
保
険
料
の
免
除
制
度

・
全
額
免
除
制
度
…
保
険
料
全
額
免
除

・
半
額
納
付
制
度
…
保
険
料
の
２
分
の

　
１
を
納
付
（
２
分
の
１
が
免
除
）

・
４
分
の
１
納
付
制
度
…
保
険
料
の
４

　
分
の
１
を
納
付(

４
分
の
３
が
免
除)

・
４
分
の
３
納
付
制
度
…
保
険
料
の
４

　
分
の
３
を
納
付(

４
分
の
１
が
免
除)

◇
一
部
納
付
す
る
場
合
の
月
々
の
保
険

　
料
額
（
22
年
度
）

・
２
分
の
１
納
付
↓
　
　
７
５
５
０
円

・
４
分
の
１
納
付
↓
　
　
３
７
８
０
円

・
４
分
の
３
納
付
↓
１
万
１
３
３
０
円

　
こ
れ
ら
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く

場
合
は
、
ご
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主

の
前
年
の
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の

基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

（
30
歳
未
満
の
方
の
保
険
料
納
付
が

猶
予
。
所
得
審
査
あ
り
）
も
あ
り
ま
す
。

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

　
年
金
手
帳
ま
た
は
国
民
年
金
保
険

料
納
付
案
内
書
・
印
鑑
・
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
等

※
詳
細
は
国
保
年
金
課
、
弘
前
年
金
事

　
務
所
℡
０
１
７
２(

27)

１
３
３
７
ま
で
。

●
７
月
７
日

・
21
日

　
12
時
〜
13
時
　
市
役
所
２
階
ロ
ビ
ー

◇
主
な
販
売
品
　
梅
漬
け
、
豆
腐
、
み

　
そ
、
漬
物
な
ど
手
作
り
の
加
工
品
や

　
季
節
野
菜
な
ど
。

　
水
稲
の
省
力
・
低
コ
ス
ト
技
術
で

あ
る
直
播
栽
培
の
普
及
・
拡
大
の
た

め
の
検
討
会
で
す
。

●
７
月
21
日

　
13
時
〜
15
時
30
分

・
検
討
会
　
中
泊
町
農
村
活
性
化
施
設

　

（
中
泊
町
大
字
八
幡･

ピ
ュ
ー
の
隣
り
）

・
現
地
　
乾
田
直
播
栽
培
実
証
ほ

　

（
中
泊
町
大
字
田
茂
木
）

◎
申
込
締
切
　
７
月
20
日

相
談
日
の
お
知
ら
せ

各
種
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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３
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０
１
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国
民
年
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３
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産
部

農
業
普
及
振
興
室
　
℡(

35)

５
７
１
９

消
防
設
備
士
試
験
事
前
講
習
会

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す

◎
広
報
有
料
広
告
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至金木

至金木

飯詰駐在所

五
農
高
前

至青森･弘前
サークルＫ

《２泊６食付き　８,０００円》
○津軽三味線教室
　　長谷川裕香理 先生
○習字教室
　　野 呂 妍 秀 先生
☆☆お気軽にお問い合わせください☆☆五所川原

農林高等学校

至金木

至金木

コメ･米マイロード

至青森･弘前
サークルＫ

飯詰駐在所



　
津
軽
民
謡
の
歴
史
や
独
特
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
を
、
体
を
動
か
し
な
が
ら
み
ん
な

で
楽
し
く
覚
え
ま
し
ょ
う
。

●
７
月
10
日

〜
９
月
25
日

　
毎
週

　
土
曜
日
　
津
軽
三
味
線
会
館
ホ
ー
ル

　

（
会
場
の
都
合
で
一
部
変
更
あ
り
）

◇
ど
な
た
で
も
参
加
可
。
参
加
無
料
。

●
８
月
８
日

　
受
付
７
時
、
ス
タ
ー
ト
８
時
　

　
集
合
場
所
　
つ
が
る
克
雪
ド
ー
ム

◇
種
目
　

・
津
軽
半
島
一
周
１
６
０
㎞
（
８
時
間

　
以
内
に
完
走
す
る
こ
と
）

・
大
平
ト
ン
ネ
ル
往
復
80
㎞
（
５
時
間

　
以
内
で
完
走
す
る
こ
と
）

◇
参
加
資
格

・
１
６
０
㎞
…
高
校
生
以
上

・
80
㎞
…
中
学
生
以
上

◇
参
加
料

・
１
６
０
㎞
…
４
０
０
０
円

・
80
㎞
…
３
０
０
０
円

　

（
参
加
賞
、
傷
害
保
険
料
等
）

◇
持
ち
物
　
弁
当
、
雨
具
、
手
袋
、
そ

　
の
他
各
自
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の

◎
申
込
締
切
　
７
月
24
日

（
当
日

　
申
込
み
も
可
能
で
す
が
、
保
険
に

　
は
入
れ
ま
せ
ん
）

　●
７
月
11
日

　
10
時
〜

　
中
央
公
民
館

◇
内
容

・
話
題
提
供
「
食
品
照
射
っ
て
何
？
」

　

〔(
社)

日
本
原
子
力
産
業
協
会
・
坂

　
上
千
春
氏
〕

・
調
理
実
習
・
試
食
「
ド
イ
ツ
と
フ
ラ

　
ン
ス
の
料
理
」

◇
参
加
費
　
調
理
実
習
実
費
５
０
０
円

　

（
当
日
会
場
で
お
支
払
く
だ
さ
い
）

◎
７
月
５
日

ま
で
に
青
森
支
部
ま

　
た
は
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
虹
℡
０
９

　
０
（
７
７
９
０
）
５
５
３
２
へ
。

●
７
月
18
日

　
10
時
15
分
〜
15
時
　

　
大
町
歩
行
者
天
国

　

（
雨
天
は
五
所
川
原
小
学
校
体
育
館
）

◇
内
容
　
み
ん
な
の
ス
テ
ー
ジ
、
子
ど

　
も
市
、
遊
び
コ
ー
ナ
ー
、
幼
児
コ
ー

　
ナ
ー
、
占
い
の
館
、
魔
女
の
家
、
食

　
堂

　
エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
の
初
級
講
座
で

す
。
Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
使
用
。

●
期
間
　
８
月
31
日

〜
11
月
24
日

・
ワ
ー
ド
…
毎
週
火
曜
日
予
定

・
エ
ク
セ
ル
…
毎
週
水
曜
日
予
定

　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

●
場
所
　
五
所
川
原
商
業
高
校
４
階

　
第
２
情
報
処
理
室

◇
定
員
　
各
35
名

◇
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

　
ト
代
１
０
０
０
円
前
後
）

◎
受
講
受
付
　
７
月
５
日

〜
23
日

※
詳
細
はhttp://www.shimoyama

　gakuen.ed.jp/

（
五
商
校
Ｈ
Ｐ
へ
）

　
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

●
７
月
17
日

　

　
12
時
40
分
〜
16
時
30
分

　
オ
ル
テ
ン
シ
ア

◇
内
容
　
講
演
会
「
生
と
死
を
考
え
る
」

　

〔
講
師
・
長
谷
川
孝
治
氏
（
劇
作
家
・

　
演
出
家
）
〕
、
公
開
討
論
会

●
７
月
18
日

　
９
時
〜
12
時

　
つ
が
る
富
士
見
荘
（
鶴
田
町
）

◇
内
容
　
３
分
科
会
に
分
か
れ
て
の
デ

　
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◎
参
加
費
　
５
０
０
円
（
２
日
間
ま
た

　
は
１
日
参
加
で
も
同
額
で
す
）

※
詳
細
はhttp://www9.plala.or.

　jp/hohoemi-kai/

　
古
布
リ
メ
イ
ク
、
天
然
石
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
川
連
塗
、
流
木
ア
ー
ト
、
木
工

品
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

●
７
月
16
日

〜
19
日
（
月
・
祝
）

　
９
時
〜
16
時
（
初
日
は
13
時
か
ら
）

　
楠
美
家
住
宅

●
日
時
　
７
月
24
日

、
８
月
21
日

　
①
10
時
〜
12
時

　
②
13
時
〜
15
時

　
③
15
時
30
分
〜
17
時
30
分

　
の
３
シ
フ
ト
か
ら
選
択
。

●
会
場
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏

　
　
　
　

「
サ
ン
サ
ン
ボ
ウ
ル
」

◇
内
容
　
プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
に
よ
る
講
義
・

　
実
技
指
導
、
マ
シ
ン
見
学
。
協
会
か

　
ら
「
修
了
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

◇
対
象
　
小
学
生
・
中
学
生

◇
会
費
　
５
０
０
円
（
貸
靴
、
テ
キ
ス

　
ト
、
保
険
含
む
）

◎
募
集
締
切
　
７
月
21
日

五
所
川
原
子
ど
も
ま
つ
り
〝
か
で
で
〞

２
０
１
０
　
あ
そ
べ
！
絵
本
ス
ト
リ
ー

ト
〜
主
人
公
は
君
だ
〜

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

す
て
っ
ぷ
　
℡(

34)

２
１
７
０

北
東
北
自
殺
予
防
民
間
団
体
等

活
動
交
流
会
（
県
助
成
事
業
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
ほ
え
み
の
会

℡
０
８
０(

３
１
９
７)

０
０
８
２

第
２
回
津
軽
半
島
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
ン

五
所
川
原
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会

℡(

35)

１
６
７
７
　
三
国

津
軽
の
唄
っ
こ
お
べ
る
べ
教
室

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
な
ぎ
元
気
倶
楽
部

事
務
局
　
℡(
54)

２
８
２
８

第
７
回
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

五
所
川
原
商
業
高
校
カ
ル
チ
ャ
ー
担
当

℡(

35)

５
１
５
１
　

夏
休
み

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ウ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

社
団
法
人
日
本
プ
ロ
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

青
森
県
西
北
五
地
区
事
務
局
（
サ
ン
サ

ン
ボ
ウ
ル
）
℡(

25)

３
８
１
３

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
放
射
線
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

青
森
支
部
　
℡
０
８
０(

１
２
９
２)

８
６
４
４

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
五
所
川
原

食
に
科
学
あ
り
　
そ
の
１

六
彩
六
味
（
ろ
く
い
ろ
ろ
く
み
）
展

℡
０
１
７
２(

34)

８
６
２
０
　
尾
崎

◎
広
報
有
料
広
告

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す

五所川原市パブリックコメント制度について
完全前売制
先着100名様

TEL：（0173）38-3232

立佞武多の館６Ｆ展望ラウンジ春楡 バイキング飲み放題付花火大会大観覧会
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オルテンシアフェスティバル

楽しくつくろう！情報誌
　市では、夏祭り「五所川原立佞武多」に出陣する
大太鼓の叩き手・曳き手を募集しています。
■実施期間　８月４日 ～８日 　５日間
■参加要件　高校生以上の市民（高校生は保護者の
　同意書が必要）で、１週間程度の講習に参加でき
　る方
■募集人員　50名程度
■申込方法　氏名・生年月日・住所・電話番号を電
　話またはＦＡＸでお申込みください。
■申込締切　７月15日
＊叩き手・曳き手の決定等については、後日申込者
　へ連絡します。半纏・帯は、市で準備しますが、 
　股引・地下足袋等は参加者各自で準備してください。
　詳細については、講習会時にお知らせします。
◎申込み・お問い合わせ先
　商工観光課　内線2559・2560 FAX39-1093　

　立佞武多の面（顔）と写真を撮ろう！
　修復作業中の平成20年度製作「不撓不屈」は７月
16日 ・17日 の２日間が組立て日です。
　組立て作業もご覧いただけますが、組立て作業を
一時中断し撮影タイムを設け、組み上げ前の面の前
で写真が撮れます！
　普段は22ｍもの高さにある面を間近に見られる、
めったにない機会です。

■撮影タイム　７月17日 　9:00～12:30
■撮影会場　　立佞武多の館　立佞武多展示室
＊カメラはご持参ください。また、立佞武多展示室
　は有料です。入場チケットをお買い求めください。
◎お問い合わせ先　立佞武多の館　℡38-3232

　組ねぷた面作り講習会
　ねぷたの面を作ってみませんか。面の骨組みから
完成まで親切丁寧に指導します。

■期　間　７月25日 ～28日 　
　　　　　18:00～20:00
■場　所　立佞武多の館　立佞武多製作所
■対　象　小・中・高校生、一般（小学校低学年は
　保護者同伴で。親子での参加も歓迎）
■受講料　無料
■用意するもの　ペンチ、はさみ等
■定　員　10組。定員になり次第締切。
◎申込み・お問い合わせ先　
　立佞武多の館　立佞武多製作所　℡33-0460

　情報誌を作成している方、これから作成したい方
など、情報誌づくりに興味があればどなたでも参加
できます。
■７月30日 　13:30～15:30
　五所川原地域職業訓練センター２階　第１教室
■講　師　篠崎有香さん（アピオあおもり青森県男
　　　　　女共同参画センター）
＊受講料は無料。定員は先着20名まで。事前に電話
　にてお申し込みください。
◎企画課男女共同参画室　内線2156

■期　間　７月10日 、11日 　２日間
　約100種類のアジサイの花をご覧ください。
■イベント情報
・７月10日 　12:30～　コンサートホール
　「地元の有志団体によるクラシックコンサート」
　ゲスト…五所川原出身、ピアノの渡辺秋香さん
　　　　　とフルートの増田多加さん（予定）
・７月11日 　11:00～　交流ホール
　「アマチュアバンドによるコンサート」
＊そのほか、２日間にわたり屋外にて津軽金山焼
　体験コーナー、昔なつかしいオールドカー展示、
　アートクラフト展等も開催します。
　また７月10日 の夜はオルテンシアのライトアッ
　プも行います。みなさんぜひお出でください。

大太鼓叩き手・曳き手募集

 立佞武多の館からのお知らせ

男女共同参画講座
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日 曜日 催　　　　　物 開 演 入場料 主催者・連絡先

大
ホ
ー
ル

４ 日 五所川原高等学校吹奏楽部
第 31回定期演奏会 13：30 前売・当日500円

五所川原高等学校吹奏楽部 高橋
℡ 35-3073

10 土 オルテンシアフェスティバル
さわやかコンサート 12：30 整理券 ふるさと交流圏民センター

℡ 33-2111

25 日 チャリティーカラオケみちのく 13：00 前売・当日500円
チャリティーカラオケみちのく 
白戸　℡ 33-4783

31 土 第 65回市町村対抗
青森県民体育大会開会式 10：00 関係者

五所川原市教育委員会社会教育課 
県民体育大会事務局
℡ 35-2111( 内線 2710)

小
ホ
ー
ル

４ 日 名作こども映画会
「風の又三郎」上映

①10:30   
② 12:30
③14:30

当日
２歳以上
500円

守屋教育映画
℡ 0282-23-7156

８ 木 平成 22年度
防火管理者資格取得講習

  9：15
関係者

五所川原地区消防
事務組合予防課
℡ 35-2019９ 金   9：05

11 日 オルテンシアフェスティバル
オヤジバンド LIVE 11：00 無　料 ふるさと交流圏民センター

℡ 33-2111

17 土 北東北
自殺予防民間団体等活動交流会 13：00 無　料

ＮＰＯ法人ほほえみの会 
℡ 26-6797

18 日 第 34回日本ピアノコンクール
五所川原審査会 13：00 無　料

日本ピアノコンクール
事務局　堀池
℡ 03-3792-2080

22 木 危険物取扱者保安講習   9：30 関係者
社団法人青森県消防設備
保守協会 
℡ 017-732-5100

24 土 第 22 回古川音楽教室
発表会 18：00 関係者 古川 ℡ 33-4639

※主催者の都合により日程等が変更になる場合もあります。

オ ル テ ン シ ア ７月 催物案内



 

◇今月のおはなし会
①五所川原おはなし"ぽぽんた" テーマ「魚」
　７月17日（土）　13:30～14:30
　市立図書館２階　視聴覚室
②おはなしサークルすずめっこ
　７月２日（金）　16:00～16:30
　伊藤忠吉記念図書館 

◯展示や図書案内などホームページでも確認できます。

　日頃気づかぬうちにたまっている介護疲れ、スト
レス等…。
　このつどいに参加し、少しでもさっぱりし、元気
になりませんか。

■日  時　７月13日 　10:00～15:00
■場　所　保健センター五所川原
■対　象　市内に居住する現在介護に関わっている
　　　　　方、介護に興味がある方
■内　容　
　午前…介護相談、健康相談、懇談
　午後…「ストレッチで楽しくからだをほぐそう」
　（講師　健康運動指導士　近藤文俊　氏）
■持ち物　
　健康手帳、水分、タオル、昼食
■申込方法　
　７月８日 までに電話にて
　お申し込みください。
＊動きやすい服装でおこしください。
＊お弁当の注文も可能です。申込み
　の際にお伝えください。
◎健康推進課　内線2365

図書館からのお知らせ

　健診結果で、血圧が高めだった方、予防には何が
必要なのかを考えたい方等に対し、保健師・栄養士
が個別で相談に応じます。
　ご自身の健康づくりにぜひお役立てください。

■定　員　保健師相談10名
　　　　　栄養士相談４名
■持ち物　健診結果（健診受診者）
　　　　　健康手帳（お持ちの方）
■申込方法　
　開催２日前までに電話にてお申し込みください。
＊「健康づくり相談室」（Ｐ14）と併設です。
◎健康推進課　内線2365

　妊娠中の生活の中で不安なことなど、1人で悩ま
ずにみんなで集まって勉強したり、質問してみませ
んか？
　妊婦さんの体験ができるグッズも用意しています
ので、夫婦での参加も大歓迎です。
　妊産婦さん同士の仲間作りの場としても、ご利用
ください。

■日　時　７月30日 　10:00～12:00
■会　場　保健センター五所川原
■内　容
　お産のイメージできるかな？
　～お産の進み方とたばこの影響について～
　・母体の変化と胎児の発育についてのお話し
　・たばこの影響についてのお話し
　・妊婦疑似体験～旦那さんの妊婦さん体験
　　（講師・担当　助産師、保健師、保健協力員）
■対　象　
　市内の妊婦さん、産婦さんおよびご家族の方
■持ち物　母子健康手帳
■定　員　20組程度
■申込方法　
　電話にて開催１週間前までに
　お申込みください。
＊託児（無料）もありますの
　で、申込みの際にお知らせ
　ください。
◎申込先　健康推進課　内線2367
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図書館名 開館時間 ７月の休館日

開催日 時　間 開催場所

７月 ９日

10:00 ～ 12:00

保 健 センター金木

７月 ９日 保健センター市浦

７月 14日 保健センター五所川原



　　

１個分　170kcal　　塩分　1.0g

テーマ

健康づくり相談室  
　生活習慣病や、肥満解消、介護予防など体に関する
こと、ストレスや心の相談などに保健師が応じます。
　健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください。
地区 開催場所 開催日 開催時間

五
所
川
原

農村婦人の家 7月  ８ 日（木） 10:00 ～ 12:00
コミュニティセンター七和 ７月13日（火） 11:30 ～ 13:00
保健センター五所川原 ７月14日（水） 10:00 ～ 12:00
沖飯詰集会所 ７月14日（水） 10:30 ～ 12:00
中崎集会所 ７月14日（水） 11:00 ～ 12:00

金
木

蒔田老人憩いの家 7月  ８ 日（木） 10:00 ～ 11:00
保健センター金木 7月  ９ 日（金） 10:00 ～ 12:00
神原コミュニティ消防センター ７月14日（水） 10:00 ～ 11:00

市
浦
十三コミュニティセンター 7月  ７ 日（水） 13:30 ～ 14:30
保健センター市浦 7月  ９ 日（金） 10:00 ～ 12:00

みんなの健康教室
●日　時　７月 23 日 　13:00 ～
●場　所　働く婦人の家　３階
◇テーマ　「ワクチンの話」
　　　　　～新しく始まったワクチンを中心に～
◇講　師　小友勇人先生（こどもクリニックおとも）
◇申込み　事前申込不要。無料託児もあります。
◇主　催　北五医師会、五所川原市民保健協議会

こころの相談
●日　時　７月 13 日  　13:00 ～ 14:00
●場　所　市役所北棟 2階　相談室
◇対　象　眠れない日や憂うつな気分が続く、育児・
　家事が辛い等といった相談のある市民、家族等身近
　な人を自殺でなくされた遺族の方。
◎申込み　相談日前日までに電話でご予約ください。

献血のご案内（バス巡回）
期　　 日 時 　 間 場　　　 所
７月 25 日（日） 10：00～ 16：30 エルムの街ＳＣ・

イトーヨーカドー
■輸血用の血液が不足しています。皆さんのご協力をお願
　いします。

料理紹介 五所川原市食生活改善推進員会
ヘルス・インフォメーション

あなたも作ってみませんか

長芋の揚げ煮
エコクッキング
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古紙配合再生紙使用

月 日 曜日 医 療 機 関 名 住 所 電　 話
７ 月 ４  日 日 川崎胃腸科内科医院 敷島町 56 34－ 3330

７ 月11 日 日 健生五所川原診療所 一ッ谷 508－７ 35－ 2542

※ 1．対応時間　9:00 ～ 17:00（電話で確認）
2．消防署（救急病院紹介電話 34-4999）でも紹介します。

救急医療当番医救急医療当番医

はじめよう「糖尿病予防」
　健診で「血糖値やヘモグロビンAl ｃ」が少し高めと言
われた方や糖尿病が気になる方におすすめします。
　生活習慣の見直しや、糖尿病予防のために参加してみ
ませんか。

●７月 23 日 　保健センター市浦
●７月 30 日 　保健センター金木
◇時　間　いずれも 10:00 ～ 13:30
◇内　容　栄養講話・調理実習
　　　　　「テーマ」おいしく食べて糖尿病予防
　　　　　（講師　栄養士・保健師）　
◇材料費　350 円
◇定　員　各 20 名
◇持ち物　健康手帳（お持ちの方）、エプロン、三角巾、
　　　　　ごはん茶碗（持参可能な方）
◎申込み　電話にて開催１週間前までにお申し込みくだ
　　　　　さい。
　

①


